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今日ではアメリカやブラジル、カナダといった食糧輸出国で栽培される大豆の 90％以上、トウ

















































ポートによれば、2007年の有機農地の割合はイタリア 9.0％、ドイツ 5.1％、イギリス 4.0％、フラ
ンス 1.9％、日本 0.1％である。2011年になると、イタリア 8.6％、ドイツ 6.1％、イギリス 4.0％、
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これらに共通するのはつぎの特徴である。1）食の生産から消費にいたる全過程に生産者と消費
者の積極的な関与を求めていること、2）農産品の生産に関する情報を可能なかぎり消費者に提示
していること、3）生産者と生産者、生産者と消費者のあいだに関係性を生み出す仕組みを設けて
いること、4）何をどのように作るかという生産者の自己決定権と、いかなる食を選択するかとい
う消費者の自己決定権が核にあること。
6．おわりに－アグリビジネスから食の民主主義へ
これらの特徴は民主主義の根幹と共通するものであり、そこから私は「食の民主主義」の実践と
名づけている。その一方で、これらの実践に対しては、批判や留保があるのも事実である。これら
の実践が今後どこまで成長していくか、批判をどう乗り越えていくかを、時間をかけて見守ること
が必要だろう。
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